
畜産でも温室効果ガス（GHG）を

削減しましょう

地球温暖化への対応が世界的な課題となり、
国民の関心も高まっています。農林水産分野
における温室効果ガス（GHG）の総排出量の
約３割を占める畜産分野においても排出削減
を進めていく必要があります。

畜産で取り組む理由

畜産での主な取組

家畜の消化管から排出されるメタンを削減します。

GHG削減に資する飼料添加物※の給与

家畜排せつ物を強制発酵させることなどにより、
メタン、一酸化二窒素の排出を削減します。

家畜排せつ物の管理方法の変更

アミノ酸バランス改善飼料の給与

アミノ酸を効率良く吸収させることにより、
枝肉生産量当たりのメタン、一酸化二窒
素の排出を削減します。

肉用牛へのバイパスアミノ酸の給与
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○「畜産での主な取組」として、「GHG削減に資する飼料
添加物の給与」が一番目に記載されていますが、
GHG削減効果がある飼料添加物として指定されているの

が３-NOPのみであることや、新たな基本計画、酪肉近、
（今後公表される）農水省温対計画においても、
［家畜排せつ物の管理方法変更などの既存の取組の推進→
飼料添加物の活用］という流れで記載されているため、
こちらのチラシでも「GHG削減に資する飼料添加物の給
与」の取組はすでに取り組まれている既存の取組を記載し
た上で、その下に記載した方がいいのではないでしょうか。
（飼料課）

資料９

強制発酵

CH4、N2O排出
を削減

※ GHG削減効果や安全性が認められた「3-ニトロオキシプロパノール（3NOP）」
及び「カシューナッツ殻液」が活用できます。

農林水産分野
排出量

5,103万t-CO2

家畜排せつ物管理由来
339万t-CO₂ （6.6％）

家畜排せつ物管理由来
265万t-CO₂（5.2％）

家畜消化管内発酵由来
864万t-CO₂ （16.9％）

農林水産分野由来のうち
畜産由来 約29％

稲作由来
   25.3% 

燃料燃焼由来
   36.4% 

農用地の
土壌由来   

8.6% 

（2023年度実績）
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活用できる制度等

J-クレジット制度

ベースライン排出量とプロジェ
クト実施後排出量との差である
排出削減量を「Ｊ－クレジット」と
して認証。

GHG削減に
つながる取組を実施

GHG削減量
（Jーｸﾚｼﾞｯﾄ）

購入者
（企業や自治体など）

目標達成、CSR活動、
カーボン・オフセット

クレジット認証の考え方

売
却

購
入

国がGHG削減量をクレジットとして認証し、取
引を可能とする制度です。畜産農家もクレジッ
トの販売により収入が得られます。

個別の削減活動を取りまとめて
1つのプロジェクトとして登録で
きる「プログラム型」の活用が効
果的です。

みどり法に基づく認定制度

「みどりの食料システム法」に基づく認定を受け
ると、必要な設備導入時に様々なメリット措置
が活用できます。グリーンな飼養体系加速化事業

（令和７年度補正予算、 、令和８年度予算概算決定）

環境負荷低減の取組の「見える化」
（本年度中の運用開始を目指して現在検討中）

「プログラム型」を
今すぐチェック！

環境にやさしい飼養技術を取り入れたグリーン
な飼養体系の検証、飼養マニュアル・産地戦略
の作成を支援します。

＜本事業における環境にやさしい飼養技術＞
✓ アミノ酸バランス改善飼料の給与
✓ 牛のゲップ抑制に資する飼料添加物の給与
✓ 肉用牛へのバイパスアミノ酸の給与

＜交付対象経費＞
検討会開催等に要する費用や試験用飼料代、
試験協力費、血液分析費、獣医師等謝金、研修
会開催費など。（定額：交付上限300万円/地区）

生産に関するGHGの排出と吸収を定量的に算
定し、削減への貢献の度合いに応じ星の数で分
かりやすくラベル表示できます。

農産物で先行して運用中ですが、畜産物でも、
本年度中の運用開始を目指しており、環境負荷
低減の取組の「見える化」を推進していきます。
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（アンケート）環境に配慮した生産手法によって生産さ
れた農産物の購入について、購入したことがない、または、
今後購入しない理由は何ですか。（n=1,736）（○はいくつでも）

ＧＨＧ削減の取組には、以下の制度等が活用できます。

最新情報を
今すぐチェック！

店頭のポップに「みえる
らべる」を提示して販売
されるなど活用が進ん
でいます。

交付金※２を活用して、堆肥製
造装置やペレタイザーの導入
ができます。

「手引き」を
今すぐチェック！

<メリット>
・低利融資、国庫補助金の優先採択
・消費者へのPR など

※１ 表面の取組のほか、早期出荷なども認定対象になります。

みどり認定※１ ＧＨＧ削減の取組
を行う畜産農家

基盤確立事業

堆肥を耕種農家へ
広域販売する畜産農家

※２ みどりの事業活動を支える体制整備

＜申請先＞
都道府県担当部署

<メリット>
・低利融資、税制特例、国庫補助金の優先採択
・設備導入時の1/2補助※２ など

＜申請先＞
地方農政局等

買いやすい価格でないため

近くの店で取り扱いがないため

（上位3項目）

どれが環境に配慮した農産物
かどうかわからないため

資料：「食料・農業・農村の役割に
関する世論調査」（内閣府、
2023年）を基に農林水産省作成

（％）

別の絵を入れる？

ちなみに・・・
堆肥を耕種農家へ広域販売する畜産農家の
皆様は、基盤確立事業も活用出来ます！

みどり認定

「みどりの食料システム法」に基づき、GHG削
減の取組の認定※を受けると、必要な投資への
低利融資や、国庫補助事業での優先採択等の
メリットがあるほか、生産物の消費者へのPR
にもつながります。

都
道
府
県

生
産
者

①
５か年計画を
立て認定申請

②
計画認定

＜認定事例＞
✓ アミノ酸バランス改善飼料を肉用牛に給餌し、家
畜排せつ物由来のGHGを削減。

✓ 「地球にやさしいお肉」としてブランド化。

都道府県に申請して認定を受けられます。
詳しくは以下の「認定の手引き」をご参考ください。

「手引き」を
今すぐチェック！

※ 表面の取組のほか、早期出荷
なども認定対象になります。

＜取組主体＞
協議会、都道府県、市町村、JA
※いずれの場合も産地の農業者の参加が必須です
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